
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今月の「みね新聞５８号」は５６号、５７号に引き続き、桜ヶ丘のまちづく

りについて取り上げてまいります。 

 右の図は昨年１０月にパブリックコメントなどの手続きを経て作成された

「中央林間地区街づくりビジョン」の表紙です。 

 市は「このビジョンを中央林間地区のまちづくりの基本方針として位置付

け、国のまちづくり制度（立地適正化計画制度等）の活用や民間活力の導入に

より、都市機能の整備、誘導、集約化を図り、市北部の地域拠点としてふさわ

しいまちの実現を目指します」としています。 

 市民の要望実現や中央林間地区の課題解消のための施設整備の予定などが

わかりやすく記載されており、中央林間駅周辺がどのように変化するのかを理

解するための資料としても活用できます。 

 

  

 

 

大和市議会議員  あかみね太一 （３５） 
【プロフィール】昭和 55年 11月 27日生まれ。   【討議資料】 

平成２７年、政党や組織の支援を一切受けずに大和市議会議員選挙に

挑戦し二期目の当選を果たす。古谷田議員、佐藤正紀議員、町田議員

と共に市議会で最も平均年齢が若い会派「明るいみらい大和」結成。 

妻とダウン症の８歳の娘（桜丘小２年）、４歳の長男と２歳の次男の

５人家族。桜ヶ丘在住。防災士としても活動を展開中。 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0014 大和市上和田 985-4サンヴェール桜ヶ丘 201 

 

 

■中央林間地区街づくりビジョン公表 

 

 

■存在しない「桜ケ丘まちづくりビジョン」 

 
 さて、右の図は大和市都市計画マスタープランの桜ヶ丘地域にお

ける取り組み方針です。 （桜ヶ丘地区交通まちづくり提言書より抜粋） 

現在、周辺環境が大きく変化する大規模事業が行われており、さら

に、駅前を一変させるような事業が検討されている地域は、市内で唯

一、桜ヶ丘のみであります。 

丸子中山茅ヶ崎線の道路拡幅事業が進行中であり、立体交差事業が

検討されて４年以上が経過していますが、立体交差方式が未確定なた

め、いまだに明確なビジョンを市民に示すことができていません。 

未来の街をイメージする資料としてだけではなく、地域住民がまち

づくりの話し合いを行う際にも桜ヶ丘まちづくりビジョンは活用でき

るものと考えておりますが、立体交差方式が定まらず、丸子中山茅ヶ

崎線の拡幅事業が遅れている現状では、策定はまだ先になりそうです。 

その理由は裏面をご覧ください。 

 

中央林間地区街づくりビジョ

ンは市役所や保健福祉センタ

ー、各学習センターなどの公

共施設で閲覧できます。 



 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。ぜひご気軽にご参加下さい。 
●第７２回みねスクエア 
３月２６日(土)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第７３回みねスクエア 
４月２４日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  ２０２会議室 
●第７２回みねスクエア 
５月２２日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
公務や天候により日程が変更になる可能性があ
ります。恐れ入りますが参加される際はホームペ
ージなどでご確認下さい。 

 

昨年12月の本会議一般質問で私が行った質問と答弁の一部です。 

●まちづくりビジョンを市が作成する場合、必要とされる条件は何か 

●丸子中山茅ヶ崎線の道路拡幅事業が進行中で、立体交差事業が検討さ 

れ、４年以上が経過しているが、なぜいまだに（桜ヶ丘まちづくりビジ 

ョンは）策定されていないのか 

●地元住民に市の考えるまちづくりのあり方を示すツールとして桜ヶ丘 

のまちづくりビジョンを作成し、活用するべきと考えるがどうか 

つまり、「桜ヶ丘地域は都市計画マスタープランで立体交差化に合わせて街づくりを進める地区であり、事業主体であ

る神奈川県の立体交差方式（鉄道高架・鉄道地下・道路地下の各方式）決定の後、地域別の街づくり計画を策定する」と

いうことで、立体交差方式が定まっていない現状では計画策定ができないということです。 

それでは、これまで取り上げた重要な点をまとめましょう。 

■丸子中山茅ヶ崎線道路拡幅事業完了が遅れると。立体交差事業の着手だけでなく、慢性的な渋滞の緩和、安全、快適な

歩行空間の確保、近隣道路の交通環境の改善、都市防災機能の充実の実現が遅延することとなる。 

■丸子中山茅ヶ崎線道路拡幅事業は、地権者との交渉が難航し必要な用地取得が遅れている。 

■立体交差事業については、桜ヶ丘地区交通まちづくり提言書において鉄道高架方式が最もふさわしいと提言されてお

り、県や鉄道事業者においても、鉄道高架方式以外は考えられないという見解。 

■立体交差方式が定まらない現状では「桜ヶ丘まちづくりビジョン」の策定はできない。 

 以上、３カ月にわたり「桜ヶ丘のまちづくり」に関して記載させていただきました。桜ヶ丘の抱える課題が見えてきた

のではないでしょうか。ぜひ、皆様のご意見をお寄せ下さい。 

 

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私達が無料で出張

防災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からのご意見をお待ちしております。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 
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市の答弁 

「桜ヶ丘地域については、大和市都市計画マス

タープランにおいて立体交差化に合わせてまち

づくりを進める地区であり、今後、立体交差方

式が決定されれば、地域の方々の御意見を踏ま

え、都市計画マスタープランにおける地域別の

詳細なまちづくりの計画を策定していく」 
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